
テスト撮影について

(株)国際ﾏｲｸﾛ写真工業社   技術部

お客様にて撮影される場合、以下テスト撮影にご協力願います。（尚、「始－本文－終」間はお客様の仕様によります。）
１．概要
    テスト撮影は、本文を現像する前に、撮影に適した濃度を把握をするために必要な部分となります。
    （テスト部のコマを、必要に応じ数回カットし現像します。）
２．撮影仕様
      例 ） ３５ｍｍ撮影、原本左とじの場合 （右とじの場合は撮影方向が逆になります。）

（１６ｍｍ撮影もテスト撮影が必要です。但し、個々の値（コマ数）は３５ｍｍ仕様の約２倍の計算となります。）

２０コマ以上
（１ｍ以上）

        トレーラ部
       （未露光部）

テスト
部３０コマ以上推奨

 ・テスト撮影後、フィルムは送らないでください。
  （必ずフィルムの終端はテストで終わります。）

撮影方向

本文 ６００コマ以内
（新しいフィルムを使用した場合）

        リーダー部
       （未露光部） 本文

３０コマ以上
（１．５ｍ以
上）

撮影方向

テスト撮影
・テストの原稿は、できるだけ文字の少ない頁を選んで下さい。
・テスト撮影は、本文と同じ条件（露光など）で行ってください。
                                                （３０コマ以上同じ原稿で撮影）
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・テスト撮影がない場合、適切な濃度で現像できない場合があります。
・撮影が複数のリールの場合、すべてのリールにテスト撮影は必要ありません。
  但し、リール毎に撮影条件が異なる場合、その都度テスト撮影をして下さい。
  （詳細はご依頼のとき、弊社担当までお知らせ下さい）
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